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1)ラ ット片側臼歯の喪失に対する下顎頭軟骨

の組織化学的検索

○高橋 一人

(奥羽大 ・大学院・保存修復)

【目 的】咬合,咀 咽の機能不全,臼 歯の喪失,

片側性の咀囎様式のような生体力学的な要因は,

顎関節への過剰な負荷を通 して顎関節症を引き起

こすといわれている。片側咀咽は顎関節に異常な

機械的負荷 を与えることが考えられるので,咬 合

が片側のみ喪失 した際に顎関節への機械的刺激が

軟骨代謝へ どのような影響 をあたえるかを調べ る

ことが本研究の目的である。

【材料 と方法】本研究の実験動物 には生後10週

齢のメスSDラ ッ トを用い,上 顎右側第;,第2お

よび第3臼 歯を抜歯 した群(実 験群)と 正常群(対

照群)と に分けた。抜歯 を行ってから3日,5日,

7日,14日 後に,抜 歯 した側の下顎頭(非 機能側),

抜歯を行っていない側の下顎頭(機 能側)と 対照

群の下顎頭を摘出 し,10%中 性緩衝 ホルマ リン

にて固定 して試料 とした。EDTAに て1週 間脱灰 し,

パラプィン包埋 した後,切 片を作成 した。作成 し

た切片にアルシアンブルー染色 を行った。免疫組

織化学染色 としてPCNA抗 体,BrdU抗 体,sox9

抗体,Ihh抗 体,PTHrP抗 体,TypeⅡcollagen抗

体,TypeXcollagen抗 体を用いた。

【結果および考察】H-E染 色では,対 照群 と比

較 して非機能側群において全ての実験期間におい

て軟骨層の厚 さに減少が観 られたが,14日 後で

は回復傾向が観 られた。また機能側では7日 後,

14日 後 に軟骨層の厚 さに増加が観 られた。軟骨

基質でのアルシアンブルー染色は対照群 と比較 し

て,非 機能側では7日 後 まで染色性が減少 してい

た。 また機能側 では7日 後において染色性が増加

していた。軟骨細胞でのPCNA抗 体を用いた免疫

組織化学染色では,増 殖層および成熟層の細胞の

核が染色 され,対 照群 と比較 して非機能側では陽

性細胞 は減少 していた。また機能側では7日 後,

14日 後に陽性細胞が増加 していた。軟骨細胞で

のBrdU抗 体,Sox9抗 体,Ihh抗 体,PTHrP抗 体は,

増殖層および成熟層の細胞が染色 され,PCNA抗

体 と同様 の時間的推移 を示 したが,Ihh抗 体,

PTHrP抗 体は14日 後には変化が観 られなかった。
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TypeⅡcollagen抗 体では,成 熟層および肥大層の

軟骨基質が染色 され,対 照群 と比較 して非機能側

群 では3日 後,7日 後,14日 後において染色性 が

減少 した。 また機能側 では14日 後に染色性が増

加 した。TypeXcollagen抗 体では,肥 大層の軟骨

基質が染色 され,対 照群 と比較 して非機能側群で

は全ての実験期間において染色性が減少 した。ま

た機能側 では,14日 後 に染色性 が増加 した。 臼

歯 を喪失 した下顎頭軟骨では,軟 骨層の厚 さの変

化 とともに,軟 骨細胞の分化,増 殖 に変化が認め

られることが示唆 された。

【結 論】臼歯の喪失は,下 顎頭軟骨の軟骨代謝

に変化を及ぼすことが明らかになった。
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